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おおたこうれん

【大田区優工場 新製品・新技術コンクール】
 ‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒令和３年度 ‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒

大田区優工場 受賞企業
 ‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒第33回 ‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒

大田区中小企業 新製品・新技術コンクール 入賞製品・技術

表彰事業で受賞された企業をご紹介します。
受賞企業の皆様、おめでとうございます。

《総合部門賞》 • 株式会社 酒井製作所　

《人に優しい部門賞》 • 株式会社 エース

《まちに優しい部門賞》 • 株式会社 ハタダ．

《審査委員特別賞》 • 株式会社 三和産業

《認定工場》 • 株式会社 極東精機製作所
 • 株式会社 熊井製作所
 • 株式会社 ニイヅマックス
 • 株式会社 豊樹脂

《最優秀賞》 • 搬送用 AMR:Mighty-D3（株式会社 Piezo Sonic）

《優秀賞》 • KINETIC LIGHT BLADE（トキ・コーポレーション 株式会社）
 • ロボット式完全自動化 Tダイ（アクスモールディング 株式会社）

《奨励賞》 • 植物工場省人化設備「移植機OH-Sn MKⅡ」（株式会社 大橋製作所）
 • 耳掛け型ワイヤレスヘッドセット（株式会社 日特）

《おおたアイデア賞》 • 飛沫防止プロンプター（株式会社 アシスト）

《おおたネットワーク賞》 • 急斜面対応型　半自律走行草刈ロボット（株式会社 エース）

《おおた ECO推進賞》 • 詰め替えそのまま専用パック（株式会社 三輝）

《おおた秀逸技能賞》 • 健康ダンパー及び両絞り健康ダンパー（JPN 株式会社）

　
大
田
工
業
連
合
会
と
大
田
区
は
１
月

21
日
、
区
内
企
業
の
新
入
社
員
（
中
途

採
用
も
含
む
）
を
対
象
と
し
た
新
入
社

員
セ
ミ
ナ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を

開
催
し
た
。
会
場
は
大
田
区
産
業
プ
ラ

ザ
６
階
C
会
議
室
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

２
０
２
１
年
７
月
の
研
修
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
実
施
し
た
。
消
毒
や
検
温
な
ど
万
全

の
対
策
で
迎
え
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
は
、
受
講
者
に
と
っ
て
初
め
て
互
い

に
顔
を
合
わ
せ
る
得
が
た
い
場
と
な
っ

た
。
講
師
は
、「
人
材
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
」
と
し
て
企
業
・
官
公
庁
な
ど
の
組
織

で
「
人
」
に
関
す
る
課
題
解
決
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
株
式
会
社
ア
ー
ル
＆
キ
ャ

リ
ア
の
専
属
講
師
、
後ご

閑か
ん

和か
ず

子こ

先
生
と
、

下し
も

村む
ら

透と

百も

香こ

先
生
が
務
め
た
。
三
陽
機
械

製
作
所
、昭
和
製
作
所
、シ
ン
レ
キ
工
業
、

千
蔵
工
業
、
日
新
電
気
か
ら
合
計
11
名
が

受
講
者
と
し
て
参
加
し
た
。

 　
研
修
は
A
、
B
の
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
行
わ
れ
た
。
両
グ
ル
ー
プ
で
は
各
人

が
自
己
紹
介
を
行
っ
た
後
、
２
０
２
１

年
４
月
に
入
社
し
て
か
ら
の
約
10
カ
月

に
つ
い
て
振
り
返
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。「
配
属
さ
れ

て
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
た
こ
と
、
大
変
だ
っ

た
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、「
製
品
の
知
識

が
無
い
ま
ま
入
社
し
て
苦
労
し
た
。
車
の

運
転
も
慣
れ
て
い
な
い
の
で
大
変
だ
っ

た
」「
数
千
個
の
部
品
を
作
る
日
が
あ

り
、
一
日
中
そ
の
仕
事
し
か
な
い
の
が
辛

か
っ
た
」
な
ど
の
体
験
談
が
飛
び
出
し

た
。「
上
手
く
い
っ
た
こ
と
、
成
長
し
た

な
と
思
う
こ
と
」
に
つ
い
て
は
「
入
社
直

後
は
先
輩
と
一
緒
で
な
い
と
操
作
で
き

な
か
っ
た
機
械
が
、
今
は
一
人
で
動
か
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
」「
営
業
で
新

規
開
拓
が
で
き
た
」
な
ど
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
並
ん
だ
。

 　
後
閑
先
生
は
、
仕
事
の
原
理

原
則
と
し
て
「
お
客
様
の
期
待

は
常
に
上
昇
志
向
で
す
。
現
状

維
持
は
後
退
に
等
し
い
。
仕
事

を
し
て
い
く
こ
と
で
常
に
改
善
・

前
進
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

す
」「
サ
ー
ビ
ス
は
『
１
０
０
―

１
＝
０
』
少
し
の
ミ
ス
で
台
無

し
に
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
不
良

品
は
手
直
し
で
き
ず
、
鎖
の
よ

う
に
繋
が
っ
て
い
る
。
社
内
の

全
て
の
応
対
者
が
い
つ
で
も
・

ど
こ
で
も
一
定
水
準
以
上
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
」
と
語
っ
た
。
効
果

的
な
仕
事
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
「
仕
事

の
基
本
は
何
が
目
的
で
何
が
手
段
な
の

か
を
見
失
わ
な
い
こ
と
で
す
。
生
産
性
の

向
上
は
仕
事
の
組
み
合
わ
せ
次
第
。
常
に

同
時
並
行
で
進
め
ま
し
ょ
う
。
業
務
遂
行

に
あ
た
っ
て
は
、
報
告
、
連
絡
、
相
談
を

徹
底
。
問
題
が
起
き
て
か
ら
報
告
す
る
の

は
絶
対
に
い
け
ま
せ
ん
」
と
講
義
し
た
。

 　
目
的
地
へ
の
地
図
を
作
り
な
が
ら
、

仕
事
の
効
率
的
な
進
め
方
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
学
ぶ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
行
わ
れ
た
。
受
講
者
に
は
目

的
地
へ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
情
報
カ
ー
ド
を

配
付
。
カ
ー
ド
の
内
容
を
仲
間
に
口
頭
で

伝
え
、
情
報
を
交
換
。
共
有
情
報
を
も
と

に
出
発
地
か
ら
目
的
地
へ
の
地
図
を
書
き

上
げ
、
そ
の
正
確
性
や
分
か
り
や
す
さ
を

競
っ
た
。

 　
長
い
冬
も
終
わ
り
、
間
も
な
く
桜
舞
う

季
節
が
訪
れ
る
。
今
回
、
研
修
を
受
け
た

11
人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
２
年
目
を

迎
え
、新
た
に
後
輩
が
入
社
し
て
く
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
だ
ろ
う
。
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

を
後
輩
に
伝
え
て
い
け
ば
、
各
職
場
、
各

社
の
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ベ
ル
が
向
上
す
る
。
同
じ

地
域
の
他
の
会
社
に
同
世
代
の
友
人
を
つ

く
る
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
社
会
人
と

し
て
生
き
る
上
で
大
き
な
財
産
と
な
っ
た
。

「上司の紹介の仕方」を学ぶ受講者たち

   

新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
フォロ
ー
アッ
プ
研
修

社
会
人
の〝
キ
ホ
ン
〞を
対
面
で
伝
授

後閑和子先生
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集
え
、
未
来
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
者

た
ち
―
。

大
田
工
業
連
合
会
と
大
田
区
産
業

経
済
部
産
業
振
興
課
は
２
月
13
日
と
３

月
６
日
、
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
P
ｉ
O

の
６
階
C
会
議
室
で
「
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
」
を
開
い
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
第
６
波
の
最
中

で
は
あ
っ
た
が
、
参
加
者
の
検
温
や
靴

底
の
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、
イ
ベ
ン
ト

運
営
者
や
講
師
の
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
着

用
な
ど
徹
底
し
た
感
染
防
止
対
策
を
施

し
開
催
し
た
。
２
月
13
日
の
午
前
の
回

に
は
区
内
の
小
学
３
年
生
か
ら
中
学
１

年
生
、
合
計
14
人
が
参
加
し
た
。

 

教
材
と
し
て
使
っ
た
の
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
イ
ク
ロ
ブ
リ
ッ
ク
社

が
発
売
す
る
小
型
の
教
育
用
プ
ロ
グ
ラ

マ
ブ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
「
エ
ジ
ソ
ン
」
だ
。

発
明
家
、
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
の
名

前
を
冠
し
た
同
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
低
価
格

な
が
ら
２
つ
の
モ
ー
タ
ー
、
４
つ
の
セ

ン
サ
ー
を
搭
載
し
た
本
格
派
の
プ
ロ
グ

ラ
マ
ブ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
ツ
ー
ル
も
初
級
か
ら
上
級
ま
で
４
種

類
用
意
さ
れ
て
い
る
。

 

講
師
で
あ
る
株
式

会
社
ビ
ー
ト
ラ
ン
ス

の
原
田
洋
一
代
表
取

締
役
は
、
子
供
た
ち

を
前
に
エ
ジ
ソ
ン
の

機
能
を
説
明
し
た
。

「
エ
ジ
ソ
ン
に
は
４
つ

の
セ
ン
サ
ー
が
つ
い

て
い
ま
す
。
明
か
り

セ
ン
サ
ー
、
赤
外
線

セ
ン
サ
ー
、
音
セ
ン

サ
ー
、
底
面
の
ラ
イ

ン
セ
ン
サ
ー
で
す
」。

　
原
田
先
生
の
話
を

聞
い
た
子
供
た
ち
は
、

実
際
に
各
セ
ン
サ
ー

の
性
能
を
試
し
た
。

音
セ
ン
サ
ー
に
つ
い

て
は
「
手
を
１
回
叩

く
と
そ
の
場
で
旋
回
、

２
回
叩
く
と
直
進
し

ま
す
」
と
の
原
田
先

生
の
言
葉
に
従
い
、

手
を
叩
い
て
エ
ジ
ソ
ン
を
動
か
し
た
。

黒
い
太
い
線
で
描
か
れ
た
コ
ー
ス
の
上

に
エ
ジ
ソ
ン
を
置
く
と
、
底
面
の
ラ
イ

ン
セ
ン
サ
ー
が
線
を
読
み
取
り
、
コ
ー

ス
通
り
進
む
。「
最
初
に
白
い
所
に
置

い
て
始
め
な
い
と
、
セ
ン
サ
ー
が
う
ま

く
反
応
せ
ず
コ
ー
ス
通
り
に
進
み
ま
せ

ん
」
と
原
田
先
生
が
教
え
る
と
、
あ
え

て
黒
い
と
こ
ろ
に
エ
ジ
ソ
ン
を
置
き
、

挙
動
を
確
か
め
る
子
供
も
い
た
。
懐
中

電
灯
を
使
い
、
エ
ジ
ソ
ン
の
鼻
先
に
光

を
当
て
る
と
、
エ
ジ
ソ
ン
は
セ
ン
サ
ー

で
光
を
読
み
取
り
そ
の
動
き
を
追
尾
す

る
。
猫
じ
ゃ
ら
し
に
飛
び
か
か
る
猫
の

よ
う
な
エ
ジ
ソ
ン
を
見
て
、
子
供
た
ち

は「
カ
ワ
イ
イ
！
」と
歓
声
を
上
げ
た
。

 

講
義
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
移
る

と
、
子
供
た
ち
に
ｉ
P
ａ
ｄ
が
配
ら
れ

た
。
最
も
入
門
者
向
け
の
「
Ｅ
ｄ
Ｂ
ｌ

ｏ
ｃ
ｋ
ｓ
（
エ
ド
ブ
ロ
ッ
ク
ス
）」
と

い
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ツ
ー
ル
を
使

い
、
エ
ジ
ソ
ン
を
正
方
形
の
軌
道
で

走
ら
せ
る
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

行
っ
た
。
画
面
上
に
ブ
ロ
ッ
ク
の
よ
う

に
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
化
さ
れ
た
コ
マ
ン

ド
が
表
示
さ
れ
る
。
直
感
的
な
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
だ
。
１
秒
直
進
し
、０・

45
秒
旋
回
。
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で

正
方
形
の
軌
道
で
走
る
。
各
人
の
テ
ー

ブ
ル
で
、
エ
ジ
ソ
ン
は
命
を
吹
き
込
ま

れ
た
よ
う
に
動
き
出
し
た
。

 

最
後
は
、
エ
ジ
ソ
ン
に
Ｓ
字
型
の

コ
ー
ス
を
走
ら
せ
る
障
害
物
競
走
だ
。

直
進
す
る
時
間
（
距
離
）、
旋
回
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
い
と
、
エ
ジ
ソ

ン
は
ゴ
ー
ル
ま
で
辿
り
着
か
な
い
。
子

供
た
ち
が
コ
ー
ス
を
走
ら
せ
る
と
、
壁

に
ぶ
つ
か
る
エ
ジ
ソ
ン
、
コ
ー
ス
を
逆

走
し
て
し
ま
う
エ
ジ
ソ
ン
、
立
ち
往
生

し
て
し
ま
う
エ
ジ
ソ
ン
が
続
出
し
た
。

子
供
た
ち
は
止
ま
っ
た
エ
ジ
ソ
ン
を

掴
む
と
再
び
机
に
戻
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
修
正
。
積
極
的
に
何
度
も
コ
ー

ス
に
挑
み
、
多
く
の
子
が
障
害
物
コ
ー

ス
を
ク
リ
ア
し
た
。

 

同
教
室
は
２
時
間
の
長
丁
場
だ
っ

た
が
、
子
供
た
ち
は
飽
き
た
様
子
も
な

く
、
講
師
の
話
に
耳
を
傾
け
、
熱
心

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
取
り
組
ん
だ
。

参
加
し
た
重
野
瑛え

衣い

志じ

さ
ん
は
「
最
後

の
課
題
で
エ
ジ
ソ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
微
調
整
し
て
い
く
と
こ
ろ
が
難
し

か
っ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
。
浦
野
愛あ
い
菜な

さ

ん
は
「
最
初
は
分
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
け
れ
ど
、
慣
れ
て
く
る
と
ど
ん

ど
ん
楽
し
く
な
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

子供たちは障害物コースに何度も挑戦

東日本大震災の支援に伴う感謝状

東 日 本 大 震 災 時 の 支 援 に 対し
岩 手 県 釜 石 市 か ら 感 謝 状

人権研修を支援します

エジソン

 
小
中
学
生
熱
中
！

ロ
ボッ
ト
プロ
グ
ラ
ミン
グ
教
室
開
催

　約10年前、東日本大震災に際して行った大田工業連合会の復興支援に対し、２０２２年２
月４日、岩手県釜石市から感謝状（写真）が届いた。
大田工業連合会は２０１１年５月３０日、舟久保利明会長ほか合計5名で被災地支援のた
め岩手県釜石市を訪れた。釜石市と大田区は共に「工業の町」であり、震災以前から関係者
間の交流があった。舟久保会長らは釜石市長らと面談し、大田工業連合会の会員各社など
から集めた義捐金４００万円を寄付した。
　感謝状は当時の支援に対し、敬意と感謝の気持ち
を込めて贈られた。添え状には「釜石の復興は、こ
れまでに頂戴いたしました様々な支援をなくして、決
して成し得たものではございません。これまで培わ
れてきた皆さま方との縁を大切にしながら今後とも、
市民一丸となって撓まず屈せず、復興あゆみを進め
て参りたいと存じます」との決意が表明されていた。

　「人権」は誰もが生まれながらにもつ権利であり、幸せ
に生きていくために、企業活動においても最大限尊重さ
れなければなりません。
　一方で、長時間労働による過労死、就職活動や職場に
おけるハラスメント問題などの人権問題がしばしばメディ
アで取り上げられています。
　このような人権問題を起こさないためには日ごろから一
人ひとりが人権について考え、理解することが大切です。
　区ではさまざまな人権啓発冊子の配布や、人権問題に
関するDVDの貸し出しなどを通じて企業の人権研修を支
援しています。お気軽にお申し出下さい。この機会に改
めて「人権」について考えてみましょう。

大田区総務部人権・男女平等推進課
　電話　５７４４―１１４８
　FAX　５７４４―１５５６
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「
働
き
方
改
革
」
と
「
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
」。
一
見
無
縁
に
見
え
る

組
み
合
わ
せ
だ
が
、
企
業
や
人
が
安
全

安
心
快
適
に
仕
事
を
進
め
る
上
で
、
ど

ち
ら
も
重
要
な
要
素
だ
。

大
田
工
業
連
合
会
は
こ
の
２
つ
の

テ
ー
マ
を
ミ
ッ
ク
ス
し
、
リ
ア
ル
と
リ

モ
ー
ト
で
実
施
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

な
セ
ミ
ナ
ー
を
、
２
月
10
日
大
田
区
産

業
プ
ラ
ザ
P
ｉ
Ｏ
３
階
特
別
会
議
室

で
開
催
し
た
。
講
師
は
上
野
た
か
こ
社

会
保
険
労
務
士
事
務
所
（
東
京
都
千

代
田
区
）
の
上
野
孝
子
代
表
と
、
情

報
処
理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
稲
垣
克
芳
特
命

部
長
が
務
め
た
。

 

上
野
先
生
は
、
労
働
者
と
事
業
主

が
争
い
に
な
っ
た
と
き
、
裁
判
に
よ

ら
な
い
円
満
解
決
を
実
現
で
き
る
「
特

定
社
会
保
険
労
務
士
」
だ
。
２
０
２
２

年
4
月
1
日
か
ら
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
改
正
労

働
施
策
総
合
推
進
法
、
通
称
パ
ワ
ハ
ラ

防
止
法
）
が
中
小
企
業
に
も
適
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
パ
ワ

ハ
ラ
の
定
義
や
類
型
、
防
止
対
策
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

上
野
先
生
に
よ
る
と
、
パ
ワ
ハ
ラ

と
は
「
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た

言
動
」「
業
務
上
、
必
要
か
つ
相
当
な

範
囲
を
超
え
て
い
る
も
の
」「
労
働
者

の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
て
い
る
も
の
」

の
3
要
素
を
全
て
満
た
し
た
も
の
だ

と
い
う
。
身
体
的
な
攻
撃
、
精
神
的
な

攻
撃
か
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
侵
害
ま

で
６
類
型
に
分
類
さ
れ
る
。「
パ
ワ
ハ

ラ
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
あ
い
さ
つ

や
天
気
の
話
な
ど
普
段
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
や
言
葉

の
表
現
に
気
を
付
け
る
こ
と
が
重
要
」

と
述
べ
た
。

 

続
い
て
の
稲
垣
先
生
は
リ
モ
ー
ト

で
登
壇
し
た
。
モ
ニ

タ
ー
画
面
の
稲
垣
先
生

は
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の

脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
中

小
企
業
の
実
態
と
対
策

に
つ
い
て
講
義
。
特
に

中
小
企
業
、
製
造
業
に

リ
ス
ク
の
高
い
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
弱
点
を

悪
用
し
た
攻
撃
に
つ
い

て
は
、
原
材
料
や
部
品

の
調
達
、
製
造
、
物
流
、

販
売
な
ど
一
連
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
い

て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
が
甘
い
組
織
が
狙
わ

れ
る
ケ
ー
ス
を
過
去
の

新
聞
記
事
な
ど
か
ら
紹

介
。
中
小
企
業
に
サ
イ

バ
ー
攻
撃
対
策
を
安
価

に
提
供
す
る「
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
お
助
け

隊
」
認
定
制
度
な
ど
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
を
背
景
に
、
ト
ヨ
タ
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
狙
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻

撃
が
発
生
し
ま
し
た
。
大
田
工
業
連
合

会
に
所
属
す
る
複
数
社
に
も
、
な
り
す

ま
し
メ
ー
ル
や
不
正
ア
ク
セ
ス
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
当
会
は
会
員
企
業
の

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
に
努
め
て

お
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
推
進
に
積
極
的

な
工
和
会
協
同
組
合
の
事
例
を
、
他
の

団
体
の
会
員
企
業
様
の
参
考
と
し
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

 

▼
工
和
会
の
取
り
組
み
①

推
進
体
制
構
築

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
強
化
に
前
向

き
な
５
社
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
委
員
と

し
て
中
核
に
な
り
、
会
員
企
業
と
し

て
実
施
す
べ
き
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
き
、
企

業
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
脆
弱
性
診
断
も

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
工
和
会
の
取
り
組
み
②

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

昨
今
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

Ｉ
Ｔ
の
活
用
が
事
業
遂
行
上
必
須
と

な
っ
て
い
ま
す
。
同
会
は
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

成
し
、
会
員
企
業
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
を
し
や
す
い
環
境
を
構
築
し
ま
し

た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
会
員
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
企
業
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
脆

弱
性
診
断
で
会
員
企
業
の
実
態
を
把

握
。
Ｉ
Ｐ
Ａ
（
情
報
処
理
推
進
機
構
）

が
発
行
し
て
い
る
中
小
企
業
向
け
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
参
考
に
、

会
員
企
業
が
無
理
な
く
対
応
で
き
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
運
用
ル
ー
ル
を
検
討
し
「
工

和
会
協
同
組
合　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン　
第
１・０
版
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

▼
工
和
会
の
取
り
組
み
③

今
後
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
普
及
活
動

工
和
会
は
今
後
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
勉
強
会
や
会
報
誌
を
通
し
て
周
知

し
、
順
守
の
お
願
い
を
進
め
ま
す
。
具

体
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
導
入

に
あ
た
っ
て
は
、
工
和
会
Ｉ
Ｔ
委
員
を

中
心
に
支
援
す
る
体
制
を
整
え

ま
す
。

大
田
工
業
連
合
会
と
し
て
も
、

工
和
会
で
先
行
し
て
実
施
し
た

こ
の
取
り
組
み
を
、
来
年
度
以

降
、
他
の
団
体
に
も
横
展
開
し
、

大
田
工
連
全
体
と
し
て
安
心
安

全
な
Ｉ
Ｔ
活
用
を
行
う
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

 

最
後
に
、
当
会
会
員
企
業
30

社
が
利
用
す
る
Ｐ
Ｃ
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
監
視
サ
ー
ビ
ス
で
の

サ
イ
バ
ー
攻
撃
状
況
を
報
告
し

ま
す
。

 

外
部
か
ら
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃

が
、
１
月
か
ら
急
激
に
増
加
し
ま

し
た
。
こ
の
攻
撃
の
９
割
以
上

が
特
定
企
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
攻
撃
で
、
本
サ
ー
ビ
ス
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
器
で
全
て
遮

断
し
ま
し
た
。こ
の
攻
撃
の
約
６
割
が
、

ロ
シ
ア
か
ら
の
攻
撃
で
あ
り
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
問
題
に
関
す
る
攻
撃
の
一
部
で
あ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
サ
イ
バ
ー
攻

撃
は
、
社
会
情
勢
と
連
動
し
て
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
は

遠
い
国
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
な
く
、
当
会

会
員
に
ま
で
波
及
し
て
い
る
こ
と
を
ご

認
識
く
だ
さ
い
。
特
に
当
会
会
員
企
業

は
、
防
衛
や
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
に
属
し
て
い
る
企
業
も
多

い
た
め
、
引
き
続
き
、
パ
ス
ワ
ー
ド
は

解
読
さ
れ
に
く
い
も
の
に
し
、
不
審
な

メ
ー
ル
は
開
か
な
い
な
ど
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
に
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

パワハラについて解説する上野先生

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
増
加

〈〈〈〈 

工
和
会
の
取
り
組
み
を
紹
介 

〉〉〉〉

働き方改革＆サイバーセキュリティセミナー開催

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

で
の
不
正
通
信
遮
断
数

で
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
数

サイバー攻撃件数の推移

でのウイルス検知数 での不正通信遮断数
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令和３年度も、当事務局は感染症
対策と各種情報発信に努める毎日で
した。
こうした状況下、対面で実施出来

た新入社員フォローアップ研修や子
ども達を対象としたロボットプログ
ラミング教室は貴重な事業であった
と言えます。
ロボットプログラミング教室の開催時

のこと、「大田区はものづくりのまち
です。と聞いたことのある人！」と質
問したところ、全員が元気よく手を挙
げてくれました。「ものづくりのまち
大田区」が子ども達に浸透されている
ようで嬉しく勇気づけられました。
一方で、世界を見渡すと、平和な

日常の大切さを痛感する出来事が起
きています。長引くコロナ禍と共に
会員企業の皆さまからは、材料や資
材が入手できない又は高騰している
など多大なる影響が出ている状況を
お聞きし、区等関係機関へ報告して
おります。また、本紙でもお伝えし
ておりますが、身近に迫るサイバー
攻撃など、いよいよサイバーセキュ
リティを自分事として取り組む必要
に迫られています。このような心配
事やご相談事、ご意見など、何なり
と事務局にお申し付けください。
新しい年度が皆様にとって実り多

きものになる一助とさせて頂けまし
たら幸いです。

第13回事務
局から

4月 ■実践汎用旋盤・フライス盤講座（1回目）
　　　4月9日（土）、16日（土）、23日（土）（毎土曜日3日間） 9：15～16：30　
5月 ■新入社員セミナー
 5月11日（水）、12日（木）、13日（金）（平日3日間）9：30～16：30
 ■NCプログラミング初級講座
 5月14日（土）、21日（土）、28日（土）（毎土曜日3日間）9：15～16：30
 ●理事会　5月24日(火)
6月 ■CAD製図初級講座（Auto CAD2022）（1回目）
 6月11日（土）、18日（土）、25日（土）（毎土曜日3日間） 9：15～16：30
 ●大田工連定時総会　6月3日（金）
8月 ■第1回 産業のまち発見隊「親子工場見学会」8月5日 (金) 9：30～16：30
 ■第2回 産業のまち発見隊「親子工場見学会」8月25日 (木) 9：30～16：30
 ■夏休み親子ロボット作り教室　 8月20日（土）、21日（日）（2日間）9：30～16：30
9月 ■実践汎用旋盤・フライス盤講座（2回目）
 9月10日（土）、9月17日（土）、24日（土）（毎土曜日3日間））　9:15～16：30

 ■やさしい図面の見方講座（城南職業能力開発センター大田校開催）
 9月17日（土）、24日（土）（毎土曜日2日間））　9:15～16：30
 ■秋のロボットセミナー　9月中（土日2日間）開催予定
10月 ■CAD製図初級講座（Auto CAD 2022）（2回目）
 10月8日（土）15日（土）、22日（土）（毎土曜日3日間） 9：15～16：30
 ●理事会 10月中開催予定　
 ●優良従業員表彰
11月 ■ロボットプログラミング教室　　11月中開催予定
 ■新入社員セミナーフォローアップ研修　11月25日(金)　13：00～17：00
2023年
1月 ■3団体（※）賀詞交歓会　1月中開催予定
 （※）東京商工会議所大田支部・大田区商店街連合会・大田工業連合会

2月 ■やさしい図面の見方講座（日本工学院での開催） 2月中（平日夜間5日間）開催予定
 ■次世代経営者育成セミナー　2月中開催予定
 その他セミナーについては、日程が決まり次第ご案内させて頂きます。

　大田工業連合会に所属する４団体（蒲田工業協
会および経営研究会、大森工場協会およびＹＭク
ラブ、工和会協同組合および工和成年会、蒲田工
業協同組合および木鶏会）は１月13日、大田区
産業プラザＰｉＯの２階小展示ホールで新春講演
会・賀詞交歓会を合同開催した。新型コロナウイ
ルスの感染第６波が拡大の兆しを見せ始めていた
こともあり懇親会は中止。講演会のみ開催した。
　講演者は東京都墨田区の板金加工業者であり、
経済産業省の「地域未来牽引企業」「はばたく中
小企業３００選」に選ばれている浜野製作所の浜
野慶一ＣＥＯ（最高経営責任者）。多くのスター
トアップの創業・発展を支援していることでも知
られる有力企業だ。
　講演タイトルは「東京・下町・町工場の挑
戦！」。浜野ＣＥＯは「モノづくりの聖地であ
り、最先端のモノづくり企業が集う大田区で講演
させて頂き、本当にありがたく思います」とあい
さつし、話を始めた。
　講演は浜野製作所の歴史を紹介しながら進ん
だ。１９９３年に創業者で先代社長だった父が亡
くなり、浜野ＣＥＯが事業を継承する。しかし７

年後の２０００年、近隣からのもらい火により本
社兼工場が全焼してしまった。「明日にも納めな
ければいけない製品があり、急いで中古の機械を
探しに行ったが、お金がなく30万円のプレス機す
ら買えなかった。店に転がっていた1万円の足踏み
式のプレス機を２台買い、必死の思いで仕事を再
開した」（浜野ＣＥＯ）
　当時の浜野製作所は浜野ＣＥＯと友人の社員と
いう２名体制だった。生産性の悪い機械を使い、
焼け跡から掘り出した治具や金型を使い仕事する
日々。当然、業績はどんどん悪化していく。「つ
いに友人にも給料が払えなくなり、ガラの悪い借
金取りがウロウロするようになった」（同）。火
事の補償として６０００万円が支払われる話も
あったが、支払いの直前になって支払い元の企業
が倒産する。
　もはやこれまでと思い、友人に会社の解散を申
し出た浜野ＣＥＯ。だが友人は「金が欲しくて働
いているわけじゃない。アンタと一緒に働きたい
から働いている。浜野製作所はまだ潰れていな
い」と言い切り、会社に残ったという。その後、
２人は不断の努力を続け、同社は日本有数の中小
企業へと成長した。
　近年、浜野製作所は受託加工だけでなく、ロ
ボットや装置の開発事業にも進出している。同社
が開発事業を始めたころ、営業のため自社ホーム
ページを作った。そこに「交通事故で車椅子生活
になった娘のために、リハビリ用の改造ベッドを
作って欲しい」という依頼が寄せられた。改造
ベッドを納品した後、お客から感謝のメールが届
いた。感謝を伝える文章の最後、余白部分に、大
量の「感謝」の文字が並んでいたという。「小さ
な町工場でも誰かの人生を支えられる。モノづく
りは本当に誇りたい仕事だ」と語る浜野ＣＥＯ。
熱い言葉は、講演会に参加した多くの企業人の胸
を打った。

大田工業連合会所属の４団体
浜野製作所（東京都墨田区）　浜野慶一CEOが登壇

新春講演会・賀詞交歓会

講演する浜野CEO

大田工業連合会 2022年度スケジュール


